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2.研 究のね らい ・目的
同 じ課題のもと、変わ らぬメンバ ーで、過去2年 間研究を続 けてきた。最終的な研究のね ら、
い ・目的に大きな変更はない。地域の全体像 ・イメージを明確に提示することが 目的である。
我々はそれが課題 として掲げた総合的地域研究の一義的 目的であると考えてい る。
世界には さまざまな地域が並存 している。一つ一つの地域は、それぞれ固有の生態基盤 に立
脚 し、歴史的に独 自な価値観 ・世界観を育んできた。地域が異なればそこに住まう人々の生き
様 も異なる。地域 とは単に空間的な広が りのみ ならず、共通の考え方を持 った人 々の集合体 と
も考え られ る。そ して世界 にはこのような地域が厳存 しているのである。
ただ、地域と地域の間に画然 と峻別できる境界があるわけではない。地域の時間的 ・空間的
伸縮により、境 目は混然 としているのが常である。形をな さない地域 も存在 し得る。地域を画
定することは、総合的地域研究においては 目的でも手段で もない。む しろ操作概念 としての地
域は曖昧なままに してお く方が よい。重要なのは、個 々の研究者が知的枠組みを地域に据え、
視点を 「地域」 という水平に置 くことである。
今 日、世界はあらためてグローバルな一つの纏まりとして把え直 されようと している。地域
を飛 び越えて世界の行 く末が論議 されている。価値観を共有 し、全人類的な共通の 目的に向か
うことが、現在世界の抱える問題群の唯一の解決策、あるいは解決への捷径のように考え られ
ている。なによ りも現実に、世界のここか しこで、政治 ・経済 ・文化のあらゆる局面において、
グローバ リゼーシ ョンは進行 しつつある。
繰 り返すがその世界は本来的に均質ではない。多様 な地域の集 まりである。時には互 いに相
容れ ないような世界観を持つ地域が隣接することもあ りえる。 自己主張の強い外向きの地域 も
あれば、ひたす らブラックホールのように受身に徹す る地域 もある。こうした歴史 に培われた
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地域個性への深い理解 と相互尊重な くしては、世界の将来像を描 くことは不可能である。その




昨年度か ら、 「地域間研究の構図」という一連の研究会を行 ってきている。東南アジアを ピ
ボ ット地域 とし、地域 と地域を 「比較」す ることによ り、地域の輪郭を際立たせようとす る試
みである。昨年度は、南アジアと中東とを比較の相手としてとり上げた。そ して今年度は中国
とア フリカを対象地域 とした。
中国との研究会は10月に行 った。中国側から3人 が話題を提供 し、それに東南ア ジア側の3
名がコメ ン トする形で行 った。対象地域 は中国であるが、今 回の地域設定では中国全体でな く、
華南を強 く意識 して話題提供 していただいた。中国は、従来北を中心に北の論理で括 られた世
界 として語 られていたが、それをあえて南に中心に据えることで、東南 アジアとの接点も広が
り、また中国に対する見方にも新たな展望が拓けは しないか、という期待があ った。カウンタ
ーパ ー トである濱下武志氏の発案である。濱下氏には最後の総合討論の司会 もお願 いした。
まず、中国と東南アジアをダイ レク トに結 びつけている華僑について、斯波義信氏に華僑史
の視点か らお話いただいた。華僑 と一括 りにされる一群の人 々が、時間的 ・空間的にさまざま
な様態 ・性格を持つことを整理 した上で、華僑を語る際に しば しば話題になるそのネ ッ トワー
クについて、中国人特有の団結力 ・結束力、すなわちチャイニーズネスの本質をそこに見ると
するな らば、それは中国全体でな く華南で生まれ ソフィステ ィケー トされた華南人の本質であ
ると した。さらに、開放 と発展に向けた中国の未来志向のアイデ ンティティは華南に移行 して
お り、今 日の華僑問題を考え るに して も、中国全体でな く華南 という中国の一地域に力点を置
かざるを得ない歴史的必然性を指摘 した。
立本成文の コメン トは、華南という地域の重要性を認めた上で、ネ ッ トワークとアイデ ンテ
ィテ ィの問題をとりあげた。華僑ネッ トワークと称 されるものは、 システムではな く、む しろ
アイデンティティに還元 され るものであ るとした。そうした場合、華僑ネッ トワークにおける
アイデ ンティティとは、エコロジーに沿 って柔軟に変容 してゆ く、エコロジカル ・アイデ ンテ
ィティとで も呼べるものとして捉えることができる。このネ ッ トワークとネ ッ トワーキ ング、
ネッ トワークと集 団を明確 に峻別 しなければならないという論点は、エコロジカル ・ネ ッ トワ
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一クという概念 とともに、総合討論の場で も詳 しく議論された。
次 に上田信氏に中国社会史の立場か ら話題提供 していただいた。婚姻関係を基軸 に、社会の
垂直構造が水平構造 に転換 される漢族社会の特質を説明 し、従来の 「中国(漢 族)対 日本」と
い った2者 間比較の枠に東南アジア(タ イ社会)と い う第三者を組み入れることにより、より
立体的な社会像を浮かび上が らせようと試みた。その結果、中国 ・タイ ・日本の親族関係は、
それぞれ形容詞的 ・動詞的 ・名詞的と要約できる。す なわち、中国は貴賎 ・上下 ・長幼 といっ
た形容詞的指標で序列化 され る社会、タイは二者問関係が重視 され、何かを し何かを して返す
といった作用 ・反作用の動詞的関係で成 り立つ社会、そして 日本 は 「イエ」という名詞への帰
属関係の累積で発展 してゆ く社会 と言い表 され る。
阿部健一のコメ ントは、東南ア ジァの中でも、 「タイ」でなくマ レー世界を とり上げた比較
を したらどうか、というものである。マ レー世界は、血族関係を軸とした上.下の明確な整序感
覚は薄 く、人が比較的自由に社会秩序に組み込まれたり、ある時は離脱 したりする。秩序 自体
も状況的で、中心す らも移 りゆく社会である。その結果 「伝統」を生成する機構 というか鋳型
とい うかが本来的に存在 しない世界 と見ることができる。 この点で、東南アジア海域世界は、
「伝統」中国と際だ った対称を成す。
最後の話題提供は宮鳥博史氏が、東南アジア と同 じく中国の周辺 としば しば位置づけられて
きた朝鮮史の立場か ら行 った。上 田と同 じく親族関係に焦点をあて、中国の宗族と朝鮮の同族
の精密な比較分析の結果を示 した。親族組織 としての構造的強さ弱 さを、族産に着 目して比較、
中国の同族関係は朝鮮に比べ るとはるかに弱いと結論づけた。その結果、中国は 日本や朝鮮よ
りもはるかに東南アジアに近い類型 と見えて くる。
松原正毅は、親族関係の朝鮮 と中国の差異に言及 した宮鳥発言を受 けて、大 きな違いは認め
つつ、だか らとい って中国 と東南アジァが近いと結論づけることに疑問を呈 した。ユーラシア
の民族集団は歴史的に錯綜 し親族関係は複雑にか らま りあっている。13世紀のユーラシアの大
変動を念頭にいれ、む しろ東アジア史という枠組みの中でそれぞれの集 団形成の祖型 と歴史を
捉え直す必要がある。その延長上に東南アジアを 「比較」す る視点が重要 とな って くる。
総合討論では、立本の 「エコロジカル ・アイデンティティ」、 「ネ ッ トワークと移動」、
「陸の世界一中国、海の世界=東 南アジア」、 「ネ ッ トワークとネ ットワーキ ング」、 「移民
と同化」、 「社会の強さと生態の強 さ」などを比較の軸 として検討 し、東南アジア と中国の
「地域」像をそれ ぞれ浮かび上が らせる議論を行 った。討論 には、高谷班か らは家 島彦一一、掛
谷誠、慮地利明が、高谷班外からは、坪内良博氏、川勝平太氏、海田能宏氏、山田勇氏、古川
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久雄氏の参加を得た。 この研究会の報告 ・討論 は、成果報告書 シリーズNo.17r東南アジアと
中国』として出版す る予定である。
アフリカとの地域聞研究は2月 にやは り2日間にわたって行 った。市川光雄班 との合同研究
会である。 こと 「アフリカ」に関 しては、以前、海外学術調査の総括班の主催で 「東南アジァ
とアフリカ:地 域 間比較の試み」 と題 して地域間研究会を行 ったことがある。その時は、比較
の軸を、 「植生」 とか 「農業」 ・ 「家畜飼育」 とかいった トピックに絞 って議論 を進めた。 し
か し今回はアフ リカを3つ のサブ地域 に分 け、それぞれの地域の地域たる特質を4人 のアフリ
カ地域研究者にお話いただき、 「地域」 と 「地域」の全体像あるいは本質を 「比較」すること
とした。要素の 「比較」でな く 「地域」の 「比較」を重視 した。
三つのサブ地域 とは、スワヒリ世界、サヘル、内陸アフリカである。
まず 日野瞬也氏(東 外大 ・AA研)にrス ワヒリ世界の歴史と展開 一束アフリカにおけるス
ワヒリ化の地域的展開 とその機能」と題 して話題提供 していただいた。スワヒリ文化 自体が汎
イ ン ド洋交易の展開の 中でイスラームを軸 として成立 した点で、東南アジアとの 「比較」の枠
を決めることが可能だ ろう。
スワヒリ世界は海岸部か ら内陸へと展開をしてゆ く。汎イ ン ド洋交易に伴い東アフリカ海岸
部の港でバ ン トゥ文化 とアラブを主体 とす るアジア文化の融合がお こった 「スワヒリ形成期」。
15世紀以降、約300年間のスワヒリ文化が深化 ・土着化 してゆ く 「スワヒリ文化の定着期」。そ
の後、海岸部に限定 されていたス ワヒリ文化がアラブ ・スワヒリ商人によって交易ルー ト沿い
に内陸にもた らされ、さらに植民地政策によりスワヒリ化が面的に拡大 してい った 「スワヒリ
の拡大期」。そ して この内陸への展開の過程で、スワヒリの構成要素が地域的 ・時代的に抜け
落ち、結果 として特徴 的な五つの社会類型を構成することになった。 とはいえそこにはス ワヒ
リ語 という共通言語が通底 として存在 し、本音 としての個 々の部族への帰属意識と建て前 とし
ての国民意識の両立す る世界を形成す ることになる。
高谷好一のコメン トは、マ レー世界 とス ワヒリ世界の違いについて、である。歴史的にスワ
ヒリ化に相応するマ レー化は、港を超え内陸まで瞬時に、同時的 ・同質的におこった,,スワヒ
リ化 に見 られ る地域的なズ レはマ レー世界ではなかった。この違いは重要である。奥行きのあ
る 「大陸」アフリカと、海 と山地が狭い 「多島海」東南アジアの生態的違 いに起因する。 さら
に港 も、東南アジアの場合、単に外来文化の受容体でな く、生活の場で もある。マ レー語 は早
くか ら生活の言葉 として港の後背に定着 している。つまりマ レー化は歴史的に完了 していると
いってよい。対 してアフ リカのス ワヒリ化は 「今をいきてお り」、現在の地域統合にも効いて
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いる、という。 もし東南アジアの現在に、同じものを求めるとすれば、ASEANと いうこと
にな るのでないか。ASEANは マ レー化の現代的展開であ りアフリカにおける今 日的スワヒ
リに相応す ると考え られ る。
次いで静岡大学の嶋田義仁氏にサヘル地域 について 「西アフリカの地域構造 と世界」 と題 し




これは生態的な差に起因す る明確な線である。そ して北部内陸地域は豊かであ り、海岸部は貧
しい。北部のサバ ンナ地域は穀物の生産性の高い豊かな農業地域であった。そ してそ こにサハ
ラ交易が展開 した。金を求めた地 中海商人、アラブ商人で賑わったのがサヘルである。
東西の構造線も見逃せない。第一次生産の歴史が深いのは西部であ り、さらに交易ルー トも
西に偏る。交易都市の繁栄 した豊かな西部は、植民地侵略に も凄惨な抵抗を し、壊滅的打撃を
受ける。東部は、皮肉なことに、その後進性 と 「内陸性」か ら、植民地政策 による大きな変化
を受 けなかった。
以上のように西アフリカの構造を分析 した うえで、嶋田氏は、サヘルの貧困の要因を、ヨー
ロッパの植民地化によるサヘルの内陸化 として捉えた。交易の海 一サハ ラが封 じ込められ るこ
とにより、連綿 と続いた内陸交通網が遮断されサヘルは陸封され貧困となった。孤立 した地域
がヨーロッパによって開けた とする近代世界 システム論は誤 りであり、それ以前にグローバル
な交流網は存在 し、近代世界 システムはただそれを破壊的に再編 したにすぎない。そ して、東
南 アジアの今 日的繁栄は世界 システムを、その海域性か ら、従来の交易網と矛盾す ることな く
受容 した点であると結論づけた。
古川久雄は、交易の重要性 は認めつつも、その基盤 となった乾燥地帯のシステムに留意 した
コメン トを行 った。ユーラシアか らサヘルまでの乾燥地帯では、古 くBC8000年か ら、オアシ
ス農耕 という技術的に完成度の高い農耕システムが成立 していた。東南アジアとの比較で言え
ば、モノ ・カルチャー的性格 の極めて強い農耕 システムである。オアシスの城郭都市の支配者
は、農作物を戦略物資 とまで考えていた節がある。 この点は東南アジアの ミックス ・クロッピ
ングの伝統 と大きく異なるとした。
最後は、内陸ア フリカについてである。この地域に関 しては市川光雄がまず生態史的背景を
説明 し、つ いで掛谷誠が内的 フロンティア世界 としての特性を論 じた。
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市川によると、内陸アフ リカ社会の特徴は、 「小世界の林立空間」 と 「社会 的な流動性」で
ある。 「移動 と分散」が特徴づける概念であり、長い歴史 と生態学的背:景を持つ。
アフリカの生態区分を行 うとギニア湾を中心 に同心円的に植生が拡が っている。中心の熱帯
多雨林か らサバ ンナさらには北のサハラと植生は湿潤傾度に沿 って変遷する。そ して各植生区
で、生態に適応 した安定 した世界を形成 しているかのように見える。 しか しなが らアフリカの
環境 と人間の営みは何度 も激 しい変動に見舞われてお り、 「社会的流動性」はその環境変動の
過程で起きた 「移動 ・分散」であると市川は考えている。また、アフ リカ的な農耕であるスー
ダン農耕文化 も、この環境変動に もまれ成立 したと考え られ る。
アフリカ的移動 の特徴は、その飛び石を伝 うような速さである。人 口圧や耕地不足 といった
要因か ら起 こる徐 々に分布を拡げるような移動 とは異なっている。広範 な範囲を疾風のように
駆 け抜ける移動である。特に環境変動によって人 々が非常に広範な移動を した ことが注目に値
す る。
掛谷誠は、この移動 ・分散する社会を 「内的フロンティア世界」として捉える。農民であれ
定住志向を もたず移動 ・分散を繰 り返す。 ここでは部族は、流動的な人々が離合 ・集散する中
で形成 された常に新 しい社会である。
移動 ・分散の習性は民族の個別性を超えた内陸アフリカ共通の特徴である。広 く薄い資源利
用を基本 とした 自然利用の ジェネ ラリス トであ り、 「エキステンシブな生活様式」をとる。生
産物は平準化のメカニズムによって分配 されてゆき、都市や文明 といった超越的な枠組みを も
たない。
ただ、ま った くなか ったわけではない。サバ ンナの帝国として有名 なルバは、交易と生産性
を背景に、唯一ア フリカ内陸で自生的に形成 された帝国である。 しか し、この帝国の成立 と盛
衰 も、移動 ・分散をベースにフロンティア社会を永続的に再生産 してゆ く内陸アフ リカの論理
に従 う。人 口の密度化 は部分的に進むが、それは新たな移住の波を引き起 こし、新たな型の フ
ロンティア社会を創 り出すことになる。
掛谷によると、移動 と移住の構造は、周辺部に広大な人 口希薄地域 と政治的空白地帯を常に
生み出 し、内陸アフ リカに流動的な政体が消長す る歴史を刻み続 けさせてきた ことになる。大
陸の内部で 自生的に展 開 した、内に拡がるフロンティアの歴史で ある。
市川 ・掛谷に対す るコメントは山田勇が行 った。比較の際に、地理的 ・歴史的スケールの違
いを どう克服 してゆ くかについて触れた上で、東南アジアのフロンティア世界の例 としてボル
ネオの熱帯多雨林 の例 を示 した。ボルネオのフロンティアは資源収奪が 目的である。木材伐採
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キ ャンプがそうだが、資源 に群がるかたちで社会ができる。この社会は刹那的であり、資源の
枯渇 とともに解体 される。移動 も資源を追いか けるかたちでお こる。ボルネオの貴重な資源の
一つ沈香を求める人の動きがそうである。
ここで山田は、東南 アジアの熱帯多雨林がもつ格段の資源量の豊か さを重視す る。資源量の
大きさと多様性 は、消長を繰 り返すフロンティア社会に連続性を もた らす。資源を中心に集住
するフロンティア世界が、資源の豊か さに支え られて見かけ上無限に再生されて行 くのが東南
アジアのフロンティアの特徴 といえる。
引き続いて総合討論は立本成文の司会で行 った。r移 動 と分散」、その移動の 「一外因性 と内
因性」などが比較の軸 として議論 されたが、 この総合討論では比較の軸を設定するよりもむ し
ろ、 アフ リカと東南ア ジアの全体像を比較することに注意が払われた。議論の詳細は、成果報
告書 シリーズ 「東南ア ジア とアフ リカ』 として出版す る予定である。話題提供者 ・コメンテー
ター以外に、松原正毅 ・家島彦一 ・田中耕司 ・田中二郎 ・和崎春 日 ・阿部健一が討論に参加 し
た。
4.研 究の成果 とフロンテ ィア
この重点領域研究発足以来、手探 り状態で 「地域間研究」を行 ってきた。3年 目にいた って、
ようや く地域間研究 とい うのが役に立ちそうだ、という感触を得ることができた。他地域 との
比較な くしては東南アジア地域全体の理解はできない、という考えに基づいて始めたが、地域
比較 によりおぼろげながら、 しか し確実 に東南アジアの全体像を浮かびkが らせる作業は進み
つつ ある。それが どの ようなモノであるかは、今後、最終的な成果 として現れて くるであろう
「作 品」に示 され ることになる。 ここではむ しろ、地域間研究の過程で生 まれた 「発見1と も
いえる点について、簡単に触れてお こう。
ひ とつには 「ターム」の問題がある。 同じ言葉を使 って も、それぞれの地域の研究者にとっ
て意味が微妙に異なっている。 「移動」 とい うことで もアフリカのそれ と、東南ア ジアでは大
きく異なる。 「ネ ッ トワーク」と一言でいっても、東南アジア海域世界のネッ トワークと華僑
のネ ットワーク、 さらにはイスラム世界のネ ッ トワークではその成 り立 ちが違 う。細か く挙 げ
ればきりがないが、こうした差異 ・ズ レを確認できたことは大きい,,また 「小人 口」 「フロン
テ ィア世界」 「周辺性」といった東南アジア研究で使われ るキーワー ドも、東南ア ジア地域 に
のみ使われる概念ではない。アフリカ地域研究に応用 した場合、また違 った文脈で用い られる




地域の比較 ということは、とりもなおさず比較の単位 として、 自分の対象 としている地域の全
体像 ・核心を抽出する作業を地域研究者 に要求す る。相手地域の特質を理解 しようとす る前 に、
自らが対象 とする地域の理解が必要となる。
地域研究がそれぞれのデ ィシプ リンによる詳細な情報の集積であればよいのなら、地域間研
究はさほど意味を もたない。分析の手段 として比較はおこな うだろうが、 とくに 「地域」 と
「地域」の比較を持ち出す必要はない。 しか し地域研究の目的を、単に地域の理解 にとどまら
ず 「ポス ト・モダ ンの新秩序を創 り出すためのもの」とした とき、普遍的なるものに抗 して地
域の尊厳を認め、地域 と地域の共存を図るための学問とした とき、地域間研究はきわめて重要
な地域研究の手法 となる。世界に存在す る地域を措定 し、そのさまざまな価値観を理解す るこ
とが、地域の共存をはか るたあの前提条件であるからである。
分担者の一人鷹地の言葉を借 りれば、 「地域間研究の必要性 と有用性の確信犯」 とな った こ
とになる。
5.今 後 の課題
「南アジア」 「中東」 「中国」 「アフ リカ」 と地域間研究をおこなってきた。 この続きとし
て、あと2地 域ほど、比較を試みたいと思 っている。そ して最後に一連の2地 域比較研究の総
括 として、世界の中の東南アジアの位置を明 らか にする研究会を持 ちたいと思 っている。その
研究会の前後 には、 「東南アジアと日本」 とい う地域間研究が必要 となるか もしれない。
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